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赤い羽根共同募金にご協力お願いします赤い羽根共同募金にご協力お願いします。。
　和水町共同募金委員会では、運動月間（10月～12月）にかけて、各世帯をはじめ、企業・店舗・職域・学校募金
など様々な場面で募金活動を展開させて頂きます。皆様から寄せられた募金の８割程度が、令和８年度
の事業費として和水町共同募金委員会に配分されます。昨年度は、皆様のご協力より、目標額に近い実績とな
りました。今年度の目標額は、2,570,000円です。１人でも多くの方のご理解・ご協力をお願い致します。

赤い羽根共同募金って、どんな募金？赤い羽根共同募金って、どんな募金？

募金なのに、なぜ目標額があるの？募金なのに、なぜ目標額があるの？

募金は、どんなことに使われるの？募金は、どんなことに使われるの？
●共同募金は、民間の社会福祉活動の資金として使われます。広域的には、県内の民間福祉施設や福祉団体など
に配分されます。共同募金によって、民間の社会福祉施設や社会福祉協議会などの社会福祉の団体は、様々な活
動が行えるわけです。
　そして、赤い羽根共同募金は、熊本県共同募金会が主体となり、その下部組織である和水町共同募金委員会に
よって実施されます。つまり皆様からお寄せいただいた募金は、和水町の福祉のために役立てられています。

和水町の主な配分事業和水町の主な配分事業

10月1日（水）～12月31日（水）10月1日（水）～12月31日（水）

●共同募金は、集まった寄付金を特定の配分先などに単純に配分しているのではありません。まず、民間の社
会福祉施設や団体、社会福祉協議会などからあらかじめ配分の申請があがってくるところから始まります。
　その申請内容について、その必要性・緊急性などを審査し、寄付者の方々に納得していただけるような配分
計画をたて、その計画額を目標額として行う募金です。言い換えると、目標額は最小限度、これだけは是非必要
だという計算から割り出された金額という事です。

●昭和22年、戦後の貧しさの中で、ともに助け合って生きていこうという熱い連帯感から始まった、70年を超
える歴史ある運動です。共同募金は、社会福祉法という法律を根拠として各都道府県を単位として行われ、災
害時など例外を除き、集まった寄付金はその都道府県内で使いみちが決められます。つまり、寄付した方々の
地域に還元される寄付金です。

児童・青少年福祉活動費　23.4万円
児童・生徒を対象とした児童デイサービ
スやワークキャンプ事業・福祉体験など
の福祉教育の推進を図る。

福祉育成・援助活動費　85.5万円
社協活動の広報・啓発活動を通して、
誰もが安心して暮らせるまちづくりの
ため。

ボランティア活動育成費　38万円
各ボランティア団体や町ボランティア
連絡協議会など町内のボランティア
活動推進のため。

老人福祉活動費　65.1万円
ひとり暮らしふれあい招待会や老人クラブ
連合会育成費など。地域または組織間に
おけるつながりの構築を図る。

じぶんの町を良くするしくみ。じぶんの町を良くするしくみ。
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夏の思い出夏の思い出

中学生ボランティア
　８月５日、７日の通所事業「ふれあい会・なかよし会」での中学生ボランティアを実施しました。今
年は両中学校から９名が参加してくれました。
　中学生はボランティアとして、参加者の受け入れやレクリエーションの手伝い、食事配膳や話し相手
として協力。一緒に手芸をしたり、かき氷つくりなど一生懸命体験していただきました。
　参加者の方も、中学生の若いパワーをたくさんもらわれたのではないかと思います。

夏休み児童デイサービス

　夏休み児童デイサービスを開催
し、町内小学校からたくさんの参
加を頂きました。
　今年はあらおヨーヨーサークル
から講師をお迎えし、ハイパー
ヨーヨー体験をしました。いつま
で回し続けることができるか競っ
た、ロングスリーパー対決も大盛
り上がりでした。
　また、会の運営には中学生ボラ
ンティアに協力いただき、宿題を
教えてくれたりと大活躍でした。

１・２年生 ３・４年生
７月29・30日 ７月31・８月１日

↑
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動
の
様
子
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す

なごみAG会による温泉宅配なごみAG会による温泉宅配
　９月３日（水）、なごみAG会による温泉宅配が実施されました。本事業は今回で30回目を迎え
ることができ、三加和地区の80歳以上ひとり暮らし宅（26軒）へ三加和温泉のお湯を届けられま
した。温泉を希望された方は「２、３回入るよ。」と大変楽しみに待っていただいていたようです。

学校福祉体験学習学校福祉体験学習
　三加和小学校４年生、菊水小学校４年生、菊水中学校１年生へ、福祉体験学習を実施し、車いす
の操作方法や高齢者疑似体験などを体験しました。手話や点字の体験学習は、当事者であるゲスト
ティーチャーをお迎えし、より詳しい内容を教えていただき、大変貴重な機会になったのではない
かと思います。

UDe- スポーツ体験会UDe- スポーツ体験会
　現在、地域の行事や集いの場において、UDe-スポーツ体験会を実施しています。今回は、「北
原区レクレーション大会」と「ゆるっと！認知症カフェ（中十町）」の２か所で体験会を行いました。
　初めて体験する方が多かったのですが、皆さんすぐに操作方法を理解され、子どもから年配の方
までたくさんの方に遊んでいただき、大盛り上がりの体験会となりました。
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11月５日（水）
10:15～10:30 開講式　オリエンテーション
10:30～11:30 玉名市の状況・ファミリーサポートセンターとは
13:00～15:00 保育の心

11月６日（木）
10:00～12:00 幼児安全法
13:00～15:00 子どもの身体の発育と病気

11月７日（金）
10:00～12:00 心の発達とその問題①
13:00～15:00 心の発達とその問題②

11月10日（月）
10:00～12:00 子どもの遊び
13:00～14:00 栄養と食生活
14:10～16:10 小児看護の基礎知識①

11月12日（水）
10:00～12:00 小児看護の基礎知識②
13:00～15:00 子どもの世話

11月13日（木）
10:00～12:00 食育
13:00～14:30 児童虐待と社会的養護
14:40～15:40 活動時の手順・閉講式

　玉名市・玉東町・南関町・和水町の１市３町で
は、玉名圏域定住自立圏共生ビジョンの一環とし
て、ファミリーサポートセンターの連携及び人材
育成があり、和水町在住の方でも、他市町の講座
を受講することが出来ます。
　サポーター養成講座とは、子育て世帯を支援す
るために、保育所や学童への送迎や子どもを一時
的に預かるための講座で、特別な資格などは必要
ありませんが、全項目24時間の講座受講が必要
となります。心身ともに健康で子育てに理解と熱
意がある方をお待ちしています。
　なお、参加を希望される方は、
10月24日（金）までに、和水町社会福祉協議会
（TEL　０９６８-３４-２３６６）にお申し込み
ください。

◆対象：子育て支援に関心があり講座を
　　　　すべて受講できる方

◆会場：玉名市福祉センター

たまなファミリーサポートセンターたまなファミリーサポートセンター
子育て支援サポーター養成講座　受講者募集子育て支援サポーター養成講座　受講者募集

ファミリー・サポート・センターとは？ファミリー・サポート・センターとは？
　ファミリー・サポート・センタ―（通称；ファミサポ）では、育児の援助を受けたい人（依頼会員）と行い
たい人（協力会員）の相互援助活動です。例えば、保護者の方の急用や病気などで困った時に、会員同士お互
いに助け合いながら子育てを行い、円滑な相互援助活動のお手伝いを「和水町ファミリー・サポート・センター」
が行います。
　和水町では、協力会員・依頼会員・両方会員の登録を随時行っています。

子育ての援助を
受けたい人

依頼会員

協力会員と依頼会員の
引き合わせと連絡

（アドバイザー）

子育ての援助を
行いたい人

協力会員
報酬

援助

登録 研修・登録

援助の依頼 協力の依頼

和水町ファミリー・サポート・和水町ファミリー・サポート・
センターのしくみセンターのしくみ
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寄 付 御 礼

寄　付　者 物　故　者 行政区（住所）

石 原　 進 様 亡母）洋子 大 江 田

上村小夜子 様 亡母）髙木スヱ子 山 鹿 市

宮 地 幸 子 様 亡夫）繁幸 用 木

荒 木 子 末 様 亡夫）守 中 路

山 口 茂 様 亡母）イヨ子 前 野

滝 本 康 治 様 亡母）光子 熊 本 市

古 嶋 新 哉 様 亡母）濟子 馬 場

小 山 和 博 様 亡父）忠誠 熊 本 市

福 原 広 志 様 亡父）正則 和 仁

佐 藤 友 兄 様 亡母）安子 神奈川県

小 山 忠 様 亡妻）博子 和 仁

東 正 文 様 亡母）サチ子 熊 本 市

坂井てい子 様 亡義妹）米川恵美子 本 村

筑 紫 恵 子 様 亡夫）義勝 北 原

鍋 島 安 廣 様 亡母）ミエ子 板 楠 東

江 﨑 正 治 様 亡妻）美茅子 板 楠 西

坂本登貴洋 様 亡父）晴一 下津原菰田

匿　名 ２件

　次の方々より香典返しに代えて多額の寄付を頂き
ました。ご報告と共に、ご逝去された方々のご冥福
をお祈り申し上げます。

Ｒ７年６月21日～Ｒ７年９月19日　受付分

善意寄付

災害義援金

　下記の方々より、善意の寄付をいただき、あ
りがとうございました。寄付については、社協
事業に活用させていただきます。

　この度、和水町商工会青年部様（部長　黒木貴
大様）より、８月23日に初めて開催した「なごみサ
マーフェスタ」の収益金全額を、令和７年８月豪雨
災害に対する災害義援金として寄付を頂きました。
　この義援金は、日本赤十字社を通じ、被災され
た方々へ送られます。

◇一般寄付◇　
◆匿名	 １件

10月 11月 12月

法
律
相
談

10月17日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権有）
≪要予約！≫

11月21日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権有）
≪要予約！≫

12月19日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権有）
≪要予約！≫

補
聴
器
相
談

11月28日（金）
9:00～11:00
福祉センター
㈲熊本補聴器
センター対応

法律相談・補聴器相談

　８月豪雨により被災された方
にお見舞い申し上げます。玉名

市及び玉東町では災害ボランティアセンターが設置
され、社協職員も相互応援協定に基づき、センター
運営に職員を派遣しています。被災された方が早く
安心できる生活に戻れるよう支援を続けていきたい
と思います。� （池田）

編集後記

　現在、社会福祉協議会では、日本赤十字社及
び赤い羽根共同募金の災害義援金受付を行って
います。
　寄付等をお考えの方は、和水町社会福祉協議
会（TEL0968-34-2366）までご相談ください。

■　和水町商工会青年部　様


